
クロマグロの資源管理について 

 
 

１ 太平洋クロマグロの資源状況と２０１５年以降の漁獲規制方針 

（１）ＩＳＣ（北大平洋マグロ類国際科学委員会）の資源評価（平成２６年３月） 

  ①２０１２年の親魚量（成熟個体の総資源量）は、２６，３２４ｔで、過去最低水準

付近まで低下。（※過去最低水準は１９８４年の約１．９万ｔ） 

②２０１２年の加入（個体が成長し漁業の対象に加わること）は、約７１２万尾で、

過去（６１年間）８番目の低水準。直近５年間の平均値も、過去の平均以下。 

③資源評価に基づく将来予測では、低加入が継続する場合、現行の規制措置（未成魚

の漁獲量を 2002 年～2004 年水準より最低１５％削減等）では、親魚資源の回復は期

待できず、未成魚を５０％削減した場合のみ親魚資源が回復するとの予測。 

（２）ＩＳＣからの管理提言 

①漁獲死亡率及び未成魚漁獲量の大幅な削減。 

②未成魚の加入動向を迅速に把握するため、加入のモニタリングを強化。 

 

２ 水産庁の方針 

  水産庁は太平洋クロマグロの親魚資源を１０年以内に歴史的中間値（約 43,000 トン）

まで回復させるべく、国内的・国際的な対応を進める方針。 

 （１）国内対策 

   ①２０１５年から未成魚漁獲量の２００２～２００４年平均レベル（漁獲実績）か

らの半減に取り組む。 
   ②漁業種類別の削減方法 

まき網 漁獲量上限規制を強化 
曳き網、定置網等の沿岸漁業 本年４月導入の承認制をベースに漁獲量モニタ

リングのシステムを構築し、漁獲を抑制等 
   ③具体的な取組手法等は、広域漁業調整委員会等において検討。 
   ④削減幅は、原則３年ごとに行われる資源評価の結果を踏まえ、適宜見直し。 

（２）国際対策 

    ＩＡＴＴＣ・ＷＣＰＦＣにおいて適切な保存管理措置（未成魚漁獲量の半減等）

が採択されるよう、我が国がリーダーシップを一層発揮。 
 

 （参考）境漁港のクロマグロ水揚量（鳥取県水産試験場調べ） ※単位：トン 

 ※2010 年は約 18t 分について分類不能のため、計上していない。（総計は( )内の数値）   

 

年 2009 2010 2011 2012 2013 単価(2013) 

ヨコワ 

（未成魚、30kg 未満） 
696 63 686 77 192 628 円/kg 

クロマグロ 

（成魚、30kg 以上） 
877 615 1,598 583 1,267 1,065 円/kg 

計 1,573 678(696) 2,284 660 1,460 - 

資料２ 



沿岸くろまぐろ漁業について 

 

 

１ 平成２５年沿岸くろまぐろ漁業（届出制）の漁獲状況について 

  鳥取県分 ５９２隻届出（全国１３，１４４隻） 
       平成２５年漁獲実績 １９隻 合計４１８．５ｋｇ 

（田後１３２．５ｋｇ、網代２６ｋｇ、賀露２６０ｋｇ） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 平成２６年沿岸くろまぐろ漁業の承認制について 

（１）承認制の概要（日本海・九州西広域漁業調整委員会指示第３７号） 

①承認対象期間 

    平成２６年４月１日から平成２６年１２月３１日まで 

②承認対象者 

「沿岸くろまぐろ漁業」（動力漁船を用いて、日本海・九州西海域でくろまぐろ

をとることを目的とする漁業）を営もうとする者。 

ただし、漁業権に基づく漁業（定置漁業・共同漁業）、大臣許可・届出漁業等は

承認申請不要。 

   ③その他 

・隻数制限の実施：今回承認された漁船隻数を上限とした隻数枠が設定される。 

・申請書類、漁獲成績報告書は届出制の時とほぼ同じもの。 

     

 （２）承認者数 

    鳥取県分については、６４７名（６５１隻）が承認を受けた。 
漁協内訳 承認者数 
田後漁協 ６８ 
鳥取県漁協 ５０７ 
中部漁協 ５０ 
赤碕町漁協 ２２ 

県計 ６４７ 
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